
策定年月日　令和６年４月１５日

全国の使用割合
国が定める目標値（※）

（A)
管内実績
（B)

目標との差
（A-B)

88.2% 80.0% 77.1% 2.9%

※　毎年度　80%達成を目指す。

＜使用促進が進んでいない原因＞ ＜備考＞

毎年全世帯に周知しており、使用について理解は得ている。医療機関の
在庫の問題と見込まれる。

世帯に対しては毎年、使用について説明を行っている。しかし、使用率は
毎年80％前後を推移している。一部医療機関において使用割合が低い
傾向にある。

被保護者への説明

年度初回訪問時、リーフレットを手交し使用について理解を得る。

関係機関への説明

○レセプトにより、使用を拒否している世帯を確認した場合は主治医等と連携し、使
用について説明する。
○管内医療機関、薬局について、文書により再度協力を依頼する。

薬局における備蓄について

レセプトを確認し、在庫不足を理由に処方されていない場合、協力を依頼する。

その他

令和６年度後発医薬品使用促進計画

自治体名
（福祉事務所名）

坂町
（坂町福祉事務所）

後発医薬品の数量シェア
（令和５年６月審査分）

＜現在の状況＞ ＜対応方針＞

（別添2 様式例）


